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　連携先　

・那珂市教育委員会
・那珂市教育支援センター

　プロジェクト参加者　

・丸山　広人（茨城大学教育学部，准教授：
　　　　　　　企画立案，指導助言，総括）
・加倉井　正（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　センター長：企画，運営，全体総
　　　　　　　括）
・打越　由美子（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　カウンセラー：会計，庶務，
　　　　　　　研究員）
・戸倉　花子（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　カウンセラー：研究員）
・飛田　三喜子（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　相談員：研究員）
・長津　以子（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　相談員：研究員）
・大久保　れい子（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　相談員：研究員）
・勝山　洋光（那珂市教育支援センター，
　　　　　　　就学担当相談員：研究員）
・大高　伸一（那珂市教育委員会，指導室長：
　　　　　　　企画，運営，全体総括）
・臼井　英成（那珂市教育委員会，指導主事：
　　　　　　　企画補助，渉外担当）
・冨山　敦子（那珂市教育委員会，指導主事：
　　　　　　　企画補助，渉外担当）

・野村　仁（那珂市教育委員会，指導主事：
　　　　　　企画補助，渉外担当）

　プロジェクトの実施概要　

①プロジェクトの目的

　平成28年３月現在，那珂市におけるいじめの認
知件数は，累計で小学校320件，中学校40件，合
計で360件（内解消は345件，継続支援15件）と
なっている。継続支援を要する事案の中には，い
じめの重大事態のケースにもあたる，いじめが原
因での不登校事案１件が含まれている。また，解
消はしたものの，その後登校しぶりや学校生活の
不安感を訴える児童生徒も増加している。主ない
じめの内容は友だち関係のトラブルからの「言葉
によるいじめ」が９割となっている。
　不登校児童生徒の人数は，平成27年度末で，小
学校で12人，中学校45名の合計57名である。主
な要因は「学校生活への不安」が９割を越える。具
体的には小中ともに学校内での人間関係上の悩み
をあげる児童生徒が最も多く，次いで学習上の悩
みなどがあげられる。いずれも身近な生活におけ
る問題に対して精神的に疲れ，心が折れている子
どもたちの姿がうかがえる。
　これらの実態を受け，那珂市では「折れない心
を育てる」プロジェクトを立ち上げた。いじめ，
不登校事案の解消・改善と合わせて，友だち同士
のトラブルや学習上の悩みに打ち当たったときに，
へこたれずに立ち向かったり，しなやかに受け流
したりする「強い心」「折れない心」を育成するた
めのプログラムである。45分から50分を一コマ
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とした対人関係作りプログラム（レジリエンスプ
ログラム）や学校と家庭が連携して行う，子ども
を取り巻く環境改善プログラム（居場所づくりプ
ログラム）などである。いずれも，体験活動を中
心とした実践的な即効性のあるプログラムである。
他にも，支援を要する児童生徒の保護者向けのプ
ログラムも，合わせて実施した。いずれも，不適
応に悩む子どもとその保護者に対して様々なプロ
グラムを提供し，心の安定を図りながら，「折れな
い心」のもととなる夢や憧れ，自信などの前向き
な「思い」の育成を目指すものである。
　支援の対象は，市内小中学校においていじめや
不登校問題等で不適応状態に陥っている児童生徒，
または適応指導教室在籍の児童生徒と，その保護
者である。
　プログラムの推進に当たっては，大学の専門性
を全面に生かしながら，地域のボランティア力な
どの関係機関のもつ力を連携させ，総合的に推進
してきた。
　本事業は，改善や解消の有効な方策が見出せな
いでいるいじめや不登校等現代的課題に対し，い
じめに負けない，不登校に陥らない強い心を育て
るという，攻めの視点からの新たなアプローチで
あり，有効な打開策となることが期待できる事業
である。
　　
②連携の方法及び具体的な活動計画

　ア　連携の方法
　大学との連携にあたっては，本事業の前述
の通り立ち上げにあたっては，那珂市教育支
援センターのスーパーバイザーの丸山准教授
が，事業全体の構想から，各活動の企画・運
営全般に関わった。また，年間５回，那珂市
教育支援センター研修会において，本事業推
進について，随時指導助言を行った。
　特に，本事業の中心活動の１つである学校
支援活動においては，不登校児童生徒への対
応として，未然防止や解消・改善に関して有
効な手立てや，学校の支援体制づくりについ
て指導助言を行った。

　イ　具体的な活動内容

資料１【プロジェクト構想図】

ⅰ　授業プログラム
　一単位の授業の中でレジリエンスを高めるた
めのエクササイズを実施し，自己の有用性や集
団への所属感を実感させ，不安や悩みに立ち向
かえる心の強さを育成する。

ⅱ　保護者支援活動
　不登校，登校しぶりをはじめ，子育てに悩む
保護者の思いに寄り添い，同じ悩みを持つ保護
者をつなぐネットワークを作り，共感的に子育
てと向き合える機会を提供する。

ⅲ　学校支援活動
　いじめ問題や不登校といった子どもを取り巻
く課題の解消について，学校のニーズに柔軟に
対応しながら，個別のケース検討や職員研修と
いった学校支援を行う。

ⅳ　適応指導教室(ひまわり教室)活動
　様々な課題に直面し不安や悩みを抱える児童
生徒に対し，個に応じた学習環境の提供や小集
団による体験活動などを通して，学校生活への
スムーズな復帰を支援する。

③　期待される成果

　ア　大学がもつ専門的見地からの支援
　友だち関係で不安を抱えたり不登校で悩ん
だりしている児童生徒への対応に当たっては，
その心性をよく理解し，配慮を行うことが重
要である。そのため，大学がもつ専門的見地
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をいかし「強くしなやかで，折れない心」を
育成するプログラム開発や有効性の検証を行
うことで，目的達成に向けた効果が期待でき
る。
　また，配慮を要する児童生徒の心理特性や
過去の体験等に応じた具体的な助言・提案を
行う上でも，茨城大学教育学部並びに教育学
研究科の学生・院生等による人的支援は大い
に有効である。
　加えて，保護者に対するカウンセリングに
おいても，専門的な見地による支援を通して
保護者相互の共通理解を進め，心の安定を図
ることで，早期の問題解決への期待が高まる。

　イ　行政機関からの支援
　本市では，学校不適応の解決や未然防止は
喫緊の課題であり，大学からの支援・指導を
受けながら，不安や悩みを抱える児童生徒及
びその保護者への支援に努めていきたい。
　そのため，那珂市教育委員会は，大学を中
心とする関係機関の連携体制の確立に努め，
その専門性を大いに発揮できるステージの設
定並びに整備を全力で担っている。また，
種々の教育理論を検証する実践の「場」とし
て，大学の研究に役立てることを期待し，大
学と自治体の地域連携モデルを提案した。

４　プロジェクトの実施成果

①　活動実績

　ア　市内小中学校における授業プログラムの実
　　践及び実践事例集の作成

　２年次となる今年度は，１年次に作成した
「麦の穂プロジェクト～活動の概要と授業プ
ログラム集～」に掲載されている授業プログ
ラムを市内小学校９校，中学校５校の全ての
小中学校で実践依頼をした。各小中学校で先
生方が日常的に実践できるようにするために，
本冊子を配布する際，先生方に授業プログラ
ムを実際に体験できるような研修会を開催し
た。
　その後，各小中学校から実践した事例を集

め，効果的な実践事例の共有化を図ることを
目的として，実践事例集を作成した。

　〇プログラム実践事例の一例
　

資料２【小学校：第４学年の事例】

　

資料３【中学校：第３学年の事例】
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　イ　市教育支援センター活動の実践
　　〇適応指導教室「ひまわり教室」における活
　　　動

　今年度は，適応指導教室「ひまわり教室」
では，年間を通してレジリエンスの考え方を
取り入れて児童生徒支援，保護者支援，教職
員啓発活動を行ってきた。
　今年度の取組の様子を時系列で紹介する。

　　①４月６日「『たてる』１学期の目標を立てよ
　　　う」
　　　不安が生じた時には，自分で歩くべき道し

るべを立ててみる。このような学習を「１学
期の目標づくり」で行った。

　　②５月19日「『つくる』調理実習①」
　　　つらい場面に遭遇した時には，おいしい物

を自分で作って食べる，そんな「気晴らし」
の方法も学んでいく。大好きな「フルーツ
ホットケーキ作り」にOBのボランティア参加
で盛り上がった。

　　③６月６日「『しらべる』図書館活動」
　　　ひきこもっているのではなく，自分から外

の風を感じる体験を重ねることが，打たれ強
い心を育てる。支援センターから歩いて７分
の市立図書館で市民に混じって自分の課題解
決に向けての資料調査を行った。

　

【図書館活動の様子】

　　④６月16日「『こねる』調理実習②」
　　　柔らかな物や手触りのよい生地が心を癒す

ように，ねっとりとしたクリームをこねなが
ら，癒しの方法を体験するクレープ作りに挑

戦した。
　　⑤７月14日「『かきだす』文章完成法テスト」
　　　自分の思いをきちんと表出することが，

「乗り越える力」の第一歩である。昨年度の
プロジェクトの予算で購入した「文章完成法
テスト」を使い，自分自身を見つめ直すこと
ができた。

　　⑥８月８日「『かたらう』保護者の集い」
　　　子どもを支える親にもレジリエンスは大切

である。保護者同士，同じ立場でないと分か
り合えない場で語り合うことは，心の支えを
得ることにも繋がる。

　　　今回は，かつて不登校を経験した成人男性
のカミングアウトもあり，保護者は真剣に耳
を傾けて自分ごととして参加することができ
た。

　　⑦８月18日「『やってみる』生徒指導連絡協
　　　議会」
　　　市内の先生方を対象に授業プログラムを体

験する研修会を行った。「私にはサポートし
てくれる人がいる」という意識付けのための
構成的グループエンカウンターの演習で，参
加者全員が和気あいあいで参加した。

　

　

【レジリエンスプログラム体験の様子】

　　⑧８月24日「『ねがう』社会科見学」
　　　心のリフレッシュを図り，乗り越える力を

養うことも折れない心作りにつながる。
　　　校外学習の一環として茨城県と栃木県境の

鷲子神社で新鮮な空気に包まれる経験をする
ことができた。
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【鷲子神社で願いごと】

　　　また，那珂川水遊園では，魚達に触れたあ
と，美しい色の石を削って「まが玉」と作る
作業に熱中することができた。

　　　やり遂げた記念として，透明な輝きを放つ
石を手の中と心の中に残すことができた。

　　⑨11月22日「『ふれあう』室外体験学習会
　　　“大洗アクアワールド見学”」
　　　自然力に触れ合うことで，エネルギーを得

る機会も大切である。大洗アクアワールドに
て，海の生き物と出会ったり，海岸で潮風に
吹かれたりしながら，エネルギーを充電する
ことができた。

【大洗アクアワールドにて】

　　⑩12月１日「『ふれあう』ほっとステーショ
　　　ン活動に参加」
　　　かかわりの範囲を広げていく力，初めての

相手でも交流できる力もレジリエンスである。
水戸教育事務所主催の「ほっとステーション
活動」に参加し，他の市町村から来た子ども

たちと仲良く，様々な活動に参加することが
できた。

【ほっとステーション活動に参加】

〇学校支援プログラム

　学校希望研修～配慮を要する児童生徒のケース
　検討会～
　市支援センターが対応する学校希望研修には二
つのパターンがある。一つは大学教員（丸山）に
よるケース検討会で，もう一つは，支援センター
の相談員やカウンセラーによる研修会である。大
学教員による検討会は平成29年度に４回実施し
た。一方の支援センターの相談員やカウンセラー
による研修会は，随時学校からの希望に応じてタ
イムリーな支援を実施できた。また，本支援プロ
グラムは，１校が年間を通して継続的に複数回の
シリーズで開催することも可能である。内容は，
学校の実情に応じて，個別のケース検討会から，
不登校の未然防止に関する職員研修，教育研究部
の部員研修会など幅広いニーズに対応している。

　②　プロジェクトの達成状況
　　ア　プロジェクトの全体運営

　センターと大学側が協議を行いながら，
本事業を推進することができた。
　中でも，学校教育における児童生徒が抱
える心理的課題，または，その背景にある
学校課題が明確になり，課題解決のための
具体的活動計画の策定をスムーズに行うこ
とができた。
　また，大学教員は，年間５回，実際に本
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プロジェクトに参加し，活動に応じた指導
助言を行った。それにより，活動全体の方
向性の随時確認及び，具体的な学校支援を
実行することができた。

　　イ　授業プログラムの成果
　１年次に作成した「麦の穂プロジェクト
～活動の概要と授業プログラム集～」に掲
載されているレジリエンスプログラムを市
内小学校９校，中学校５校の全ての小中学
校での実践化を図ることができた。
　また，各小中学校で実践したプログラム
の事例を集め，実践事例集を作成し，小中
学校へ配布した。
　成果としては，隙間の時間を利用して授
業プログラムを実施する学校が増えたこと
と，他者との関わりの中で，自己の欲求が
満たされない状況での「折り合い」のつけ
方を実感し，他者を認めつつ自己を表現す
ることの大切さに関する理解を深めること
ができたことである。

　　ウ　学校支援活動
　学校支援事業としては二種類の活動を実
施した。一つは，大学教員が参加し，指導
助言を行うケース検討会である。今年度は，
小学校３校，中学校１校の合計４校にて実
施した。
　心理の専門家からの指導助言は，不登校
児童生徒の支援に非常に有効であった。
　二つ目は，学校の要請による随時型の支
援活動である。個別のケース検討会を行っ
たり，学校を訪問したりしながらタイム
リーな学校支援を行うことができた。

　　エ　適応指導教室（ひまわり教室）活動
　那珂市教育支援センター内の適応指導教
室「ひまわり教室」では，年間に10回以上
の体験学習プログラムを実施した。
　体験プログラムとして二種類の場で実施
した。一つは，「ひまわり教室」内で実施す
る室内プログラムと室外に出て実施する室
外プログラムである。室内プログラムでは，

絵画・工作，調理，読み聞かせ，外国語活
動，クリスマス会など，季節や発達段階を
考慮して内容を吟味して実施することがで
きた。参加した児童生徒の感想からは，自
己有用感や自己肯定感の向上につながる言
葉が見られた。
　また，室外プログラムでは，今年度は，
那珂川水遊園，大洗アクアワールド，水戸
市少年自然の家での活動を実施した。延べ
11名の不登校の児童生徒が参加すること
ができた。参加した児童生徒は，それぞれ
の活動の中で自分で選び，自分で考え行動
することを通して，自立に向けた意識の向
上を図ることができた。

　
　③　今後の計画と課題
　　ア　事業を実施しての課題
　　〇大学との連携

①プロジェクトを推進する上で，計画的に
予算を執行にすることに課題が見られた。
中長期的な計画で事業に取り組むことが
大切であると考える。

②昨年度に引き続き，学生ボランティアの
活用に課題が残った。不登校児童生徒に
とって，様々な人との出会いから学ぶこ
とはとても重要である。このことからも
積極的に活用していきたい。

　　〇各種プログラム実施上の課題
①市内の不登校児童生徒及び，その予備軍
と思われる児童生徒の人数と比較すると，
今年度プロジェクトに関わった児童生徒
の総数はわずかである。さらに多くの児
童生徒及びその保護者を支援できるよう
なプログラムの開発が必要と考える。

②今年度は，授業プログラムを実践した事
例集を作成，配布した。効果的な取組を
学校に周知していくとともに，気軽に手
軽に実施できるプログラムとなるよう改
善を加えていきたい。

　　イ　今後の計画
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①次年度は３年次を迎えることになる。こ
れまでの２年間取り組んできた授業プロ
グラムの成果と課題を検証して，小中学
校で日常的・継続的に取り組むことがで
きるように改善を図っていく。

②可能な範囲で大学教員が指導助言を行い，
プロジェクト全体に関する方向性と具体
的な取組を見直しながら，年度途中での
プログラムの内容や方向性の適宜修正を
図っていきたい。

③学生ボランティアの活用について，大学
と教育支援センター双方のニーズとメ
リットを明確にした上で，さらに有効に
活用していきたい。

④他市町村との連携
　　水戸教育事務所や茨城町で実施してい
る「ほっとステーション」活動と連携を
図り，共同で実施できる企画を立ち上げ，
双方のよさを共有しながら，児童生徒の
支援にあたりたい。




